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研究の背景・目的 
1. 太平洋のマサバ漁業は秋季に盛漁期を迎えますが、

その漁場は三陸沖〜常磐・房総沖の南北に広く分布し

ています。広い海域で効率的に操業するには漁場予測

が重要になります。 
2. マサバ等の海面付近を回遊する浮魚類の漁場は、周

辺海域の水温分布に大きく影響を受けていることが

古くから知られています。しかし、漁場分布の年変動

の実態や水温分布との関係は把握されていません。 
3. 過去 20 年間の三陸沖〜常磐・房総沖に広がるマサ

バ漁場について、その分布が水温の年変動にどのよう

な影響を受けているかを調べ、漁場予測の可能性につ

いて検討しました。 
 
研究成果 
1. 太平洋において、まき網漁業によって漁獲されてい

るマサバの漁獲位置・漁獲量情報を解析し、秋季（8
〜10 月）に漁場が集中する海域が概ね 4 つ存在する

ことが分かりました（図1（a））。そこで、この4海区

（三陸北部、三陸南部、常磐、房総）について漁獲量

の変動特性を調べました。 
2. 漁場となる4海区の漁獲量比（各海区漁獲量/全海区

総漁獲量）の平均値は、三陸北部海区と三陸南部海区

で全体の約 9 割を占め（図1（b））、また、三陸北部

海区の漁獲量比が高い年は三陸南部海区の漁獲量比

が低くなるといったシーソー変動をしていることが

分かりました（図1（c））。 
3. 春季（5 月上旬）に三陸南部海区にある金華山沖の

水温が高い場合は、秋季の三陸北部海区の漁獲量比

が高くなる傾向があることが分かりました（図 2）。
つまり、水温の年変動により漁場が分布する海域が

変化し、各市場への水揚げ量にも影響を及ぼすこと

になります。 
4. 春季の金華山沖の水温は、親潮前線位置と強い関係

があります。親潮前線が南下する年は低水温になるた

め（図2）、マサバの北上回遊が抑制され、金華山沖に

漁場が集中することが示唆されました。 

 
図１．秋季（8〜10月）の漁場分布（a）および海区別

の平均漁獲量比（b）および漁獲獲量比の変動（c） 

 

 
図２．親潮前線、金華山沖水温、漁獲量比の年変動 
 
波及効果 
1. 春季の親潮前線位置、金華山沖の水温から、秋季の 
マサバ漁場形成海域を予測できる可能性が示唆され、

漁況予測精度の向上に貢献します。 
2. 浮魚類の分布・回遊と海洋環境との関係の整理によ 
り、漁場形成メカニズムの解明、漁況予報の科学的

価値の向上が期待されます。 
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